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反多3家蓄に謝する尿素の栄養率的意義並びに

その飼料的効果に閥ナる研究 [IIJ 

属瀬可恒

(北海道大塾農里幹部港産準教室)

Studies on the nutritional meaning and the feeding 

e庄ectof urea for Ruminants [llJ 

By 

Y oshitsune Hirose 

v. 原素添加飼養が第一胃内微生物の
消長に及ぼす影響並びに第ー胃内に

於ける尿素の聾化に就いて

(1)緒言

反絹獣に限ってアマイド飼養の効果が顕著で

あるという数々の'責験結果を韮11論的に説明づける

震に， Zuntz1l7)及び HagemannS1)主主によって，

バクテリア蛋白質事設が提唱せられて以来，との

畢設を誰明ずる震に数々の研究が行われている。

Muller75) は一血清アルプミン，乳カゼイン，乳ア

ルブミン及びアスパラギン主主を:窒素源として加え

た培養基に，第一宵内容物を接種培養して，蛋白

質の分解手IJmを研究し，第一胃内細菌群は，その

窒素師、として蛋白質よりアスパラギンの如きアマ

イドを，一唐好んで、利用するため，細菌による飼

料蛋白質の分解消費を防ぐ効果があると報じてい

る。

Smith叫，n均等:は第一胃内容i断夜に尿素を添力11

培養し，蛋白質の増加する事を説明し，その蛋白

質合成は microiodophil巴bacteriaの一群によって

友されるものと報じ， Wegner107)，1tI8)等は第一胃

内容物に尿素を添加培養し， pH 6.0~7.5 K.保つ

如く燐酸絞街液を用うる時は，時1mの経過と共に
尿素態及びアンモユア態窒素が消失し蛋白態窒素

が増加する事を確認し，第一胃内でも細菌による

蛋白質同化が行われる事を推論し，;:jくで第一胃癌ー

管を設けた牝輯で，各種時間に内容を採取して試

験し，尿芸誌の蛋白質への鑓換率は，飼料の蛋白質

合量を高めると共に減少を来すと報じている。

Lenkeit5の等は，羊に Amidflockenを給興し

た直後の第一宵内容では尿素の存在者こ詮~lJj し得た

が， 30分後では故l;t.尿素を詮IlJjし得歩，とれに反

してアンモ主ア合量が高まる~Ii:をと観察し，又第一

胃内容に Amidflockenを入れて invitroの賓験結

果から，第一胃内容申に Ureas巴が存し，とれによ

って尿素が先歩、アンモニアと茨酸ガスに分併せら

れ，然る後に吸収;されると共に細菌によっても利

用されるものと推論している。

アマイド飼養が，第一胃内の Microfloraの増

殖に及ぼす影響に闘する研究は乏しく， Ferber叫

は Infusoriaの教の増減を研究し， 第一胃内の原

虫類はアマイドの利用に闘興しないものと推論し

た。 Smithn2)もとの事を肯定している。

著者は泌乳中の山羊に就いて，尿素飼養の際

の第・胃内原虫及び車iIl藍iの童文の消長と泌乳量に及

ぼす影響を調べ，更に去勢牡山羊に就き， tぷ素給
興の際の宗主i毛の出納調衣と千行して原虫及び細菌
の教の援化並びに尿素給興後各都時!甘!に第一胃内

容を採取して，金持:素，尿素態窒素，アンモニア

態窒素を測定し，尿素の控換:j:}l怖と微生物の増殖

AA態との闘聯を研究した。



鹿瀬ー一一反~家資に到する尿素の祭養準的意義並びにその飼料・的効果に掬する研究 523 

可泊化蛋白質の維持要求景ほ土記標準の最低

量を取れ体重に比例して算出し殴粉債の維持

第38表 iJI<試飼料成分(%)

(11) 第 1試験

泌乳中の季LnJ山羊3頭に就き，正常飼養の場
合と尿素飼養の場合との乳生産を比較すると共に，

毎日一定時刻に第一胃内容を採取して， 1函m3中
の原虫及ぴ細菌の童文を算定し，尿素添加が，l'必宇L
並びに第一胃内徴生物詳の増殖に及段、す影響ti:調

べた。

1.試験方法

供試山羊は分娩後約2箇月を経過したもの3

頭で， とれ等山羊の参考#i.項を第37表に掲げたr

第37表 供試山羊参考事項
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昭和23年5月22日より 8R 29日に至る 100
日間を 1期25日間宛として4期に分け， 各期の

始めの5日聞を琢備飼養期として，芋L生産量は弐

の20日間H乙就いてのみ論歩、るとととした。第1，
第III期を封照期として正常の飼養法を行い， 第
II，第IV期は尿素期として， 濃厚飼料中の越の

給興量を節減し，不足する蛋白質量を尿素で補つ

たQ

A) 飼養法: 供試飼料はオーチヤードグラ

スー呑刈乾草，ピ{トパルプ及び越で共の成分分

析結果は第38去の通りである。

飼養標準は戎の通りの Flack~'ののものに従う

た。
可消化蛋白jl 殿粉僚

維持(体重 100kgにつき 100-120g 800-900g 

生産(乳汁 Ikgにつき} 50 250 ・

水分)粗蛍判事酬 idL| 糊維~乱灰分 1 澱槻 1 晶弘

ビートノfノレプ.

乾 F苧

事!&:

所要量は体重〔の号乗に比例するものとして計算し，

各山羊の要求養分量を第39去に示した。

第3却9表 t供1其与試i山H羊要ミ求lド主養分j量量 (位宮)

陥凶[粉I川I澱粉償塁郡目路到澱粉阿俊吋1都自伊(両一函両(皐雫
H片勺叫;:ιl;;引に山F日引3
11川ρ防仰501 胤 |い1，ρ仰仰0白伽3却o1 附 1 960 1 13刀2 

維持

生産

計

との要求養分量を満たす;協に ， ~HO去に示す

飼料給輿左行った。

脂肪率は毎日の乳汁につき Gerber法で測定

した。

B) 第一宵内容中の原虫及び注目菌の教の算定

法: 成主i毛給興が第一宵内に誌白、する微生物の増

殖・市勤に如何なる影響があるかを検討するn，
第IWlと第11朋に於て隔日に胃カテーテルti:口腔

より押入して，吸引法により第一胃内容を採取し，

b巾 soria数及ぴ細菌数を算定して，微生物の消長

を調べた。第一胃内容の採取は，常に11月の給飼前

に行い， 1出 Isoria教の算定には，胃内容を一定量:

秤取し 31}~j置の蒸湘7K. üと加lへて稀稗し，プラン

クトン計-算板を使用して， 0.03 cc中の虫休教をか

ぞえ， 1函m3中の総敢に換算じた。
細菌数の算定は，採取胃内容物一定量に91吾

fF:の滅菌蒸溜水を加iへて稀韓撹押し，足性語紙で

鳩過し，最初にilM出する措液について， Breedの

牛乳細菌直接検鏡法に準じて行った。
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所要量 乾草

第 40表 飼料給興量 (g)

度皮

一

-
一
ト
フ

一

-

ん

一
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-

。、

一

E
ノ

足不遇計

車合 典 量 2，200 300 800 

l'披 澱 粉 債 1，050 ラ75 151 331 1，057 十 7

可i官化蛋白笈 148 68 10 63 141 一7

第 I
最合 ~fì!. 量 2，100 300 800 

2'務 澱 粉 償 1，030 549 151 331 1，031 +1 
第 E期

可消化蛋白質 145 65 10 63 138 - 7 

給 典 量 2，000 300 700 

3競 澱 粉 償 960 52'2 151 290 963 十 3

可消化蛋白質 132 62 10 54 126 -6  

給 興 量 2，200 800 200 30 

l競 i駁 粉 償 1，050 ラ75 402 83 1，060 十10

百J消化蛋白11: 148 68 28 16 112 -36 

給 興 量 2，100 800 200 30 

第 E期 2~虎 i殿 京vr 債 1，030 549 402 83 1，034 十 4

可消化室長自質 145 65 28 16 109 -36 

700 200 30 

3競澱粉償 960 522 352 83 957 - 3 

可消化蛋白質 132 62 24 16 102 -30 

給 典 量 i 2，200 1，000 45 

l波 澱 粉 債白 1，050 575 503 1，078 十28

Ttr消化蛋白質 148 68 35 103 -45 

給 興 量 2，100 1，000 45 

第w期 2~虎 i殿 :f5r 領 1，030 549 503 1，052 十22

可消化遺白質 145 65 35 100 -45 

給 興 量 2，000 900 45 

3務 搬 粉 {買 960 522 453 975 十 15

可消化蛋白質 13.2 62 31 93 -39. 

|第I期!第E期|第E期一I問

乳量 g 1 36，560 1 43，380 1 34，990 1 34，910 
i務脂肪%1 3.35 1 3.51 1 3.22 1 3.23 
脂肪率量 g 11.225.1 I 1，522.7 1 1，126.7 1 1，127.7 

乳量 g 1 36，980 1 41，750 1 35，750 1 34，400 
2君主 脂肪率%I 3.56 I 3ラ3 I 3.31 I 3.34 
l 陥 g I 1，316.6 i 1，473.8 ! 1，183.3 I 1，14 

宇L肪防量率量 g 35，490 I 35，370 I 3.2，310 I 32，510 
3'披 目旨 % I 3.48 I 3.52 I 3.45 I 3.44 
H旨 g l133FI lmo  l，1147 山 3

乳量 g 1109，030 1120，500 1103，050 1101，820 
合計 脂肪率%I 3.46 I 3.52 I 3.23 I 3.33 

脂肪量 g 1 3，776.8 I 4，241.5 1 3，424.7 1 3，394.9 

2. 試験結果

各期別の産乳成績は第41表の通りである。

試験開始前及び各具:J];jミの体重測定結果は第42

去のようである。

第 42表体重 (kg)

期別 I 1披.I 2減 I3競|平均

開始時 48.0 45.0 42.0 45.0 

第 I期末 47目6 46.3 42.5 45.5 

第 E期末 49.5 47.8 45.4 47.6 

第 E期末 47.6 46.6 44.5 46.2 

第w期末 45.5 43.2 41.0 43.2 
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号穴に第I期，第1I期に於ける各山羊の第一胃 内容中の微生物教算定結果を第43去に示した。

第 43 表

~!fI }llj 胃内容

pH 

胃内容
朕滋 L

a
-

一言日

細 菌

(万}Ento. I Diplo 

第 i 競

5-26 7.2 Wi い 977 4'2 12 6 1，037 960 

28 7.0 グ 1，073 27 13 13 1，126 1，031 
31 66 *'綴 1，207 41 24 14 1，286 695 

6-. 2 7.0 グ 437 31 7 476 596 

4 6.4 Ij 1，456 49 8 II 1，524 677 

7 68 グ 1，205 24 7 6 1，'242 818 
第 I期 9 7.6 Ij 1，002 II II 10 1，034 684 

II 68 1Wぃ 1，367 日I 6 6 1，430 636 

14 66 正常 759 30 II 日 805 665 

9，483 306 99 72 9，960 

1，054 34 11 8 1，107 751 

6-16 7.0 i農v、 1，094 38 18 13 1，163 662 

18 7.4 ntiぃ 1，342 44 9 25 1，420 856 

22 7.0 ろ' 1，351 29 20 14 1，414 863 

24 6.6 グ 1，315 日8 13 14 1，400 809 

29 68 グ 1，249 日7 39 53 1，398 749 

7-1 68 '1 1，007 66 35 62 1，170 812 

第 E期 4 7.0 グ 1，133 日l 13 25 1，222 808 

6 66 稀*'様 807 27 6 11 851 705 

8 68 正常 1，132 67 7 23 1，229 572 

13 68 若草ぃ 1，551 55 14 24 1，644 日23

492 174 264 

1，198 49 17 26 736 

第 2 ~J虎

5-26 7.0 務ぃ 1，855 51 12 4 1，922 548 

28 7.2 グ 1，397 17 6 4 1，424 1，132 

31 7.2 *'様 1，829 28 16 8 1，881 814 

6-2 7.4 グ 1，811 21 7 1，839 606 

4 7.2 グ 1，129 16 3 6 1，154 923 

7 7.0 汐 1，057 35 15 14 1，121 1，103 
第 1~\JI 

9 7.0 1，323 27 34 14 1，398 615 。
11 7.2 部ぃ 1β日6 28 35 12 1，631 日71

14 7.2 jE常 1，223 49 26 23 1，321 864 

百十 272 147 92 

1，464 30 16 10 1，与20 797 
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~Pl JlU I月 Hlfr 
6-16 7.2 

18 7.2 

22 7.0 

24 66 

29 7.2 

7-1 66 

第 E期 4 7.0 

7 66 

8 6.8 

13 7.0 

言T

5-26 7.0 

28 68 

31 6.8 

6-2 7.0 

4 7.4 

7 7.2 
第 I期|

9 7.2 

11 7.4 

16 7.0 

計

平均

6-18 7.0 

22 66 

24 7.0 

29 7.0 

7-1 7.4 

• 4 6.8 
第 EJ1月

6 7.2 

8 7.0 

10 68 

百十

.1J"均

北海道大串農製部紀要

胃内容
扶態

若草ぃ

1/ 

1/ 

グ

" 
正常

" 
グ

グ

i良い

務ぃ

グ

水車業

グ

グ

薄い

7M~長

グ

務ぃ

務ぃ

グ

グ

'/ 

グ

*j:表

添い

正常

7j(様

Ento. 

1，182 

1，564 

1，019 

1，043 

1，176 

1，245 

1，303 

1，540 

1，318 

1，832 

¥ 13，222 I 
1，322 

第 3 

922 

439 

247 

138 

695 

491 

220 

326 

427 

3，905 

434 

345 

401 

779 

838 

447 

ラ33

801 

899 

1，082 

681 

Infuroria 

Diplo. I 1航 IDas 

31 

25 

40 

45 

35 

47 

68 

43 

31 

73 

438 

44 

号信4 

3 3 7 ラ7 7 3 2 2 9 ラ

24 

日

8 

7 

13 

57 

6 

27 29 

14 36 

15 20 

10 20 

27 23 

41 77 

27 38 

15 70 

9 23 

5 14 

190 350 

19 35 

3 

17 22 

10 

19 

26 23 

14 1う

9 30 

66 

7 14 

ii:111 

1，094 889 

1，118 763 

1，261 886 

1，410 615 

1，436 652 

1，668 684 

656 

1，924 527 

1竺竺¥7，325 
733 

935 816 

446 560 

252 732 

141 665 

702 602 

498 734 

223 68ラ

328 ラ21

429 727 

6，370 ¥ 6，821 

708 758 
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3. 考察

産幸LK及ぽず尿素の効果を検討するに常り，

第 41表より，第I期，第III期の乎均を求めて，

理想第 II期の成績とし，又第 II期，第IV期の平

均を]象想、第 III期として，それぞれ第 II期，第 III

期の成績と比較すると第 44去の通りで， 可消化

第 44 表

間円w且期宵且想時胤 増減 | 増減率 i糠想E草月][期
(%J 

増減 増減率

(%) 

乳 量 g 35，775 43，380 十九605 34，990 -4，155 -10:61 

l披 脂肪率% 3.25 3.51 十0.26 3.39 3.22 -0.17 

脂肪量 g 1，175.9 1，522.7 ート346.8 ト29.49 1， 1，325.2 1，126.7 一198.5 -14.98 

乳 量: g 36，365 41，750 十5，385 +1481 38.075 35，'750 -2，325 -601 

2lif，~ 脂肪容% 344 3.53 十0.09 3.44 3.31 -0.13 

脂肪量 g 1，250.0 1，4738 十223.8 十17.90 1，311.4 1，183.3 -128.1 -9.77 

乳 量 g 33，900 35，370 Fト1，470 十4.34 33，940 32.310 -1，630 -480 

3披 脂肪率% 3.47 3.52 十0.05 3.48 3.45 一0.03
脂肪量 g 1，1749 1，245.0 十70.1 1，114.7 -67.0 -5.67 

学L 量 g 106，040 120，500 + 14，460 十1364 11 111，160 103，050 -8，110 -7.30 

合計 脂肪率% 338 3.52 十0.04 3.44 333 -0.11 

脂肪量 g 3，600.8 4，241.5 十640.7 十17.79 l' 3，818.3 3，424.7 -393.6 -10.31 

蛋白質を標準より約2，5%披給し， 共の有n足とし
て尿素30gを給興した第IIJ叫に於て， 3頭共7象想、

生産量より乳量・Jl¥T肪芳:共に増加lしてゐり 3頭

千均乳量 13.649杉，脂肪丑 17.79%の増加l率を示し

た。而して脂肪率も幾分増加する傾向が見られる。

然し~ç 1 WJ， ~ç III ~切に於ける濃厚飼料のJ括主ilJ\態

が不良で・，磁をこ残宣する傾向が見られたのに反し

尿素朋に於ては殆んど茂食する事がなく，かかる

賠も泌乳に可成影響したものとjιわれる。
第IV期に於ては濃厚飼料より越を全く除外

し可泊化蛋白質約 30%の不足飼養でるったが，

尿素 45gの添加により，第 III期とほぼ等しい生

産を維持し， 針照の第 IIIJ切に於ては，前後の以

素JtJJの平均より推定した珠想、能力より，乳長 7.30

%，脂肪量 10.31%の減少であり Ilfjらかに以来

による飼料蛋白質の節約的効果が観取され，生産

要求蛋白質量の 35-40%まで尿素で代H1可能で・

ある事が示された。而して 1枕及び2披:L11羊は以

素飼養の第 II期に於て，飼料給興算/:1'.の基礎とし

たOIJ試前の能力以上の生産を皐げ得た製i!iより考察

して，単に飼料蛋白質の代!日・節約的効果に止ま

らや， 1~必乳促進的作用も推;j?j・せられる。

次に第42去につき体重の増減を考察すると，

尿素飼養の第 II 晃H~乙 3 頭共僅かな増休を示したの

に反し， 蛋白質の減給の著しかった第 IV具Jjには

千均3kgの減休を示した。他方乳生産量に於ては

よく封on期の能力を維持し得たのであるから，
体内の分解による泌乳剤I;j守千1":1な尿素の泌乳刺戟作

用が推察せられる。

言たに:uc43表より各UI羊の第 1，第II期の平均

虫体敢及び菌体数を:UH5去に一括去示したが，
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封照明と尿素Wlとに於ける第一胃内容中の細菌数

の主主主は殆んど概取せられない。又Infusoria教は
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尿素期に僅か多くなっているが 3頭に共通して

増加lの傾向が見られるのは，大型の Infusoriaであ

るDiplodinium届， Isotrycha属及び Dasytricha鴎

で、あって， 小型で、しかも最も多数を I~Î める Ento­

dinium屈は殆んど鑓化がないものといえよう。日1t
第I期に Infusoria教の著しく少なかった3枕では

尿素飼養の第11期θ末期には非常に;l'l11J11し，尿素

による影響であるかの印象が興えられるが，他の

2頭では殆んど影響が見られない。

著者間〉は各種飼養下に於ける山羊第一胃内の

Infuasoria教の、泊長に闘し研究し，布(i物性蛋白質

を多給する場合に増加する事を観察したが，蛋白

'f!tを 25% 減給した1(~ 11期に於ても，原虫並びに

細菌数はまきI照WJの教がほぼ維持せられた酷から推
論し，とれ等微生物の増殖の震の窒素源として，

b民素が幾分なりとも役立てられるかの如くZ与えら

る。との鼎iに闘しては更に1(52試験に於て追究す

る411，とした。

(IIIl 第 2試験

去勢牡山羊(3歳)1頭を供試し，乾牧草のみを

以て飼養した場合と，牧草以外に尿素を日量20g

を経口的に給興した場合(給興は朝に1回のみ)と

の窒素の出納並びに第一胃内の微生物教を比較研

究すると共に，尿素投典後30分， 1時1m，2時ti¥l，
4時間， 6時間J，8時間l及び24時間目に於ける1(c

ー胃内容物中の全窒素，尿素態窒素及びアンモ=

フ'態窒素を〉江主:し，窒素分ギfjの時間的礎化と，微

生物教の控化を調べた。

1.試験方法

供試動物を餓格子艦に収容し，オーチヤード

グラネ乾草を平架より白RIV<:掃食せしめて捕食fIi:
を浪IJ)tL，又常訟により尿と糞を分別採取し，と

れ等に就いて装宗~~~~をIiif予，:L，毎日の集索前評j を

定めた。又毎朝8時にF}カテーテルをと口腔より挿

入して第一胃内存を採取しOf:j!sの方訟により原

虫及び*!lr~îの教を算定した。

第一円内容物のアンモエア態主主主-の完走は，

内容物5-6gをヂ1;取し蒸'i¥¥'?IK100ccを川いてコ

ルベン中に移し，流動パラフイン土 MgO5gを

加え， 35_40
o

C に於いて減m~~Y，来、砲を行って，一定

長の土LH2S04中にアンモニアを捕集し，摘定に
50 

より5tめた。 尿素態窒素のJAL量は，固形Urease及

び燐限緩樹液を添加lし450Cに30分mJ保って庭現
した後，同一要領で減肱燕耐により定めた。

試験期日は，昭和24年 7月15日より 4日IlIJ

強制飼育の後本試験に移り 7月20日Xり26日

迄の7日ItlJを封照期とし， 7月27日より 8月58

迄の 10日fj¥lを尿素期とした。

!ぷ京給典後の第一目内容の時It'd的境化の賓験

は， 7 n 29日， 8 n 2日， 8月5日'の3日1111のみ
行った。

fnì呼気・暖気によるアンモニアの呼出の有力l~

を検する活， J;j~素英Ilに持日 1 回 u;~素給91後各臨

時lilJをと選定)30分|討し ガスマスクを装着して，吸

気は硫椴洗繍を過して，附は 15iH2S04中

に導く虫fIく装置して貰験を行った。

2. 空素出納

7月20日より 8月5日に至る間の空素出納値

を表示すると第 46去の通りで， 尿素給興により

糞窒素の排他は増加lしないが，尿窒素の排I世は著

第 46表 (g)

I s 8 ~~N!il 州N量|月日間取N量|尿NI糞NI計 i窒素出
7-20 13.794 7.430 9.017 16447 -.2.6ラ3
21 9.230 6.310 8.501 14.811 -5.581 
，22 17.100 5.824 7.230 13.054 十4.046

主苛 23 22.344 4.943 8.779 13.722 才8622

24 1.6.188 日.167 10.239 15.406 十0.782
H自 25 15.960 4.992 7.449 12.441 +3.519 
26 14.706 5.005 8.826 13831 十0.875

草月 合計 1109.322139671 1 60.041 1 99.7121十9.610

~:i~ 1156171 5.6671 8.577114.2441 + 1.373 
子-27 24219 10626 8878 19.504 十4.715
28 18462 12.451 8567 21.018 -2.556 
29 27468 13.466 7.281 20.747 +6.721 
30 28813 13.154 9094 22.248 十石565

， 尿 31 23.364 13.375 7627 21.002 +2362 

8-1 20856 12，161 9621 21.782 -0.926 

!素
2 2L198. 12.415 8943 213日8 ~O‘ 160 
3 21.255 11.697 8769 20.466 十0.789
4 21654 13.074 7.016 20.090 十 1.564
5 18.120 12.156 8.228 20.384 -2.264 

~tll 

合言l'1225.40911245751 840241208明 1+附 O

4A122日41112.4581 8仰2120.860 I十 1681
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しく増加IL，窒素出納総体に於ては，幾分蓄積が

;曾じた結果となっている。

向呼気及び暖気によるアンモニア態安素の排

I世は殆んど検出し得なかった。

3. 第一胃内微生物教の消長

本質験中毎朝8時(尿素期に於ては版素給興

両方)に第一胃内容を採取し Infusoria及び細菌教

を算定した結果は第47表の通りで， 第一目内の

主諸問期

尿素期

第 47表

l i|Inぱωf
月日 DH! l |細菌数

l'U I Ento. I Diplo. 言iI .l!JULV. I ..LJ.lp.lv. I 1=11万)

7-21 7.4 487 21 508 1，194 
22 7.4 509 28 537 1，399 
23 7.6 477 24 501 1，088 
24 7.2 336 31 367 1，170 

25 76 639 22 661 1，244 
:<6 7.0 671 25 696 1，249 
27 7.6 792 19 811 1，207 

13，911 I 170 14，081 I 8，551 
I 559 I 24 I 583 I 1，222 

7-28 7.2 988 31 1，019 1，300 
29 7.2 596 15 611 l，3441 1 
30 7.2 362 19 381 1，319 
31 7.4 514 27 541 1，363 

8-1 7.2 593 20 613 1，328 
2 7.2 563 28 591 1，442 
3 7.2 418 18 436 1，214 
4 7.2 433 20 453 1，572 
5 7.2 473 32 505 1，338 

14，940 1 210 15，150 112，317 

|開| 23 I 572 11，369 

Infusori!1教は封照明に比し尿素I切に増加の傾向は

見られや，又細菌数も著しい増加を来さないが，

約12%の増力11となってゐり， 幾分細菌の増殖に

好影響があるように思われる。然しながら，先の

著者・の尿素の吸収排1祉の賓験で，尿素の吸収は非

常に迅謹で， M素給興後241m時で吐血液中以来

濃度が'甫他近くに復する酷から考察して，第一肖

内での微生物併の増殖に及ぼす影響も，本賞験で

取扱った投興後24時間1日の胃内容を以てしては，

明確に示されたいと思考せられるので，尿素投興

後の各都時1m経過後の第一目内容に就き， }，ノえ素態

家素及びアンモヰア態主主素の;噌減と微生物の消長

との闘聯を求めた。

4. 尿素給興後の第一胃内窒素分布の時

till的礎化と微生物童文の消長との開係

先の賓験中 7月29日， 8月213， 8月5日の

3日1M]に， 尿素給興後30分， 1時間J，2時間1，4 

時rt¥l， 6時1H1，8時間 24時1m日の第一胃内容に
就き，杢害素，アンモニア態安素，尿素態3E素の

合雪:及び微生物童文を算定した結果は第 48去の通

りで，尿素給択後第一胃内のアンモニア態窒素の

濃度が念速に増加し 一方尿素i農度は 30分後に
最高で、共の後急激にかえ少し 6時間後に於ては殆

んど痕跡程度ーとなっている。 とれによ9て Len-

keit5G)等の述べる女nく，第一目内に・入つ尭尿素拡，

lヲ内容中に存する Ureaseにより， 念主主にアンモ

ニアと茨隈ガスに分併せられる事が説明せられる

が， 30分後に就に第一目内容中にほ素を検出し得

なかったという Lenkeit等の観察とは一致しな

い。即ち本質験でほ尿素給興後4時11¥1日に於てす

ら0.014-0.020%の尿素態安素を検出し得た。又

アンモニア態予左京は何れの場合も 1時間1日に故前i

濃度を示しその後時ItIlの粧品と共に減少し， 24 

時li¥J後には大体常fi在に復している。

E歩くに微生物:敢に就いて見ると， Infusoria教は

1時間後より次第に増加!の傾向が見られ 2時間i

jう至4時tUl日に故k敢に建し，爾後再び、減少して

むり， 又細菌数は以素給興後30分目£り息死に増

力¥1し久 1時間日で何れの場合も最高教をと示した。

即ち 7月29日の場合は投興両ijの163%，8月2日

の場合は219%， 8月5日の場合は 133%となっ

ている。向車nl1菌数の消長ほ，第一胃内アンモニア

合長:の増減並びに第一問内容の水素イオン濃度の

礎化と，一脈の闘i隣があるもののように考察せら

れる。然しアンモニア態笠素の:冷却1によって，微

生物の手足素源が潤洋ーになる儒に，増殖が旺盛に

なるのか， 或いは増殖に好適な水素イオン濃度

(pH 7.4-7.6)の環境から興えられる震であるかは

本質験結果のみを以てしては断定しがたいが，恐

らく雨者が共に士宮摘に好影響をもたらすものと思

考ーする。

アンモニア態築業が，時IHIの経過と共に減少

するのは，微生物によって蛋白質或いはアミノ酸

態窒素に同化利用される事も蛍然考え得るが，政
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円

HI
 
E-

第一胃内'容
採取時H日

第 48 表

弟二;宵内容 N(μ1m函函iaYlt 

金N I 尿掛川三首~ Ento. I Dipls. I *附2kl問
(~IJ.~)円

尿素投典前 0.144 一 0.010 596 15 611 1，441 7.2 

投~ii!後 30分 0.261 0.066 0.048 588 16 604 1，759 7.4 

IIl!寺f1司 ー 0.248 0.058 0.063 819 22 841 2，354 7.6 

2 1/ 0.215 0.025 0.040 995 30 1，025 1，926 7.4 
7月29日

0.036 91包 948 2，317 7.4 4 グ 0.199 0.017 32 

6 グ 0.186 0.006 0.020 720 30 750 1，876 7.2 

8 グ 0.173 0.017 705 27 732 1，572 7.2 

24 グ 0.157 0.009 362 19 381 1，319 7.2 

|時投典前 0.162 一 0.013 593 20 613 1，328 7.2 

投典後30分 0.295 0087 0:0ラ7 535 18 554 1，964 7.4 

1 H寺HIJ 0.288 0.065 0.068 646・ 24 670 2，911 7.8 

2 グ 0.255 0.034 0.048 750 23 773 2，457 7.6 
8月2日

4 グ 0.237 0.020 0.043 655 25 680 2，091 7.4 

6 グ 0.190 0.008 0.021 580 24 604 1，696 7.2 

8 グ 0.177 0.002 0.016 606 26 632 1，625 7.2 

24 Jj 0.153 0.010 563 28 591 1，442 7.2 

尿素投典前 0.J57 0.011 433 20 453 1，572 7.2 

投興後30分 0.286 0.081 0.0ラ4 435 19 454 1，893 7.4 

1時間 0.280 0.062 0.071 464 19 483 2，086 7.6 

2 グ 0.215 0.023 0.031 497 28 525 1，823 76 
8月5日

4 ゲ 0.194 0014 0.033 529 25 554 1，756 7.4 
f 

6 グ 0.200 0.009 0.029 521 27 548 1，795 7.2 

8 グ 0.181 一 0.022 .484 31 515 1，441 7.2 

24 1/ 0.155 一 0.012 473 32 505 1，338 7.2 

素態及びアンモニア態窒素の減少とほぼ斗L行して

第一目内容全窒素合査が減少を来たしている鼎iよ

り考えれば，第一胃内浸出溶液と共に，易i各事tの
とれ等の窒素化合物は，第三・第四百の方に移行

Lて行くものと想像せられる。

以上第2試験結果を綜合考察すると，山羊に

尿素を投興した場合，第一円内容中に存する Ure-

aseによって， 尿素は急:症に分解せられてアンモ

ニア態窒素となり，第一胃中の微生物の増般に有

利に影響し， 尿;{主投興後2-4時i色l迄に顕著な増

殖の傾向が見られる。而して4時間以降に於て，

とれ笥;の窒素は弐第に第一胃内より消滅して行き，

とれとほぼ可三行して，微生物の数も減少し， 24時

/1¥1後には沓に復するもののようである。以言i毛給興

後 12-24時1mを経過した後の第一宵内容中の微

生物教は，尿素を興えない場合の主主とk1fないも

のと判断せられる。かくの如く第一目内微生物の

滑舶がたとえ一時的のものにしても，第一胃内消

化の向上及び宿主の利rl1し得る菌休蛋白質量の増

加は，その長:の多少は別として営然考え符られる

底である。

又尿素楯取後1{~ー胃内で生成せられたアンモ

ニアは，ガス態でl控訴を過して口腔より排出され

る4'fi.は殆んさないものと見倣される。
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VI. 尿素添加飼養が反忽獣の粗飼料
消化率に及ぼす影響に就いて

(む緒言

Schmidt8勺及び Krebs54)は反勾駄に封ずるア

マイドの柴義的効果に釘し，細菌蛋白質詑並ぴ、に

生体内に於ける蛋白質合成に直接アマイドが闘興

ずる，という仮設に封L，全面的に;永服出来ない

との意見を披歴して必り，蛋白質畝:乏飼養の際に

於けるアマイド添加lの貰際的に認められる効果の

設明として，かかる場合にアマイドを給興する事

により食慾が増進L，粗飼料の消化が向上し，飼

料中に僅かに存在する蛋白質の利用率が高められ

ると共に，無駄な消費が抑制せられる結果，体内

の噌成とか，乳汁の合成等生産への利mが高めら
れるとの見解を表明している。然しアマイド添加1

飼養の際に消化率に如何なる礎化が起るかを貰際

に賓験を行っていない。

著者はたまたま無毒黄花Jレーピン乾草の消化

試験を貰施ずる機合に必まれたので，本問題を併

せて追求する事とし，細羊及び山羊各1頭につき

正常の消化試験に引績き尿素を 1日1頭 40gを2

固に分けて投薬的に興え，ル{ピン乾草の消化率

への影響をI試験した。

(立)試験方法

。I{試動物はコリデール種去勢牡細i羊(5歳)1頭
及び、ザーネン程去勢牡山羊 (3歳)llinで，木製スタ

ンチヨンで、保定し，尻にゴム製受糞袋を装着して

糞を蒐集した。

供試飼料は無事:黄花ルーピン乾草である。

試験期は前後2耳Hvz:.分け，本試験期を 7日と

し，第 1 期に於て，ルーピン乾草の:~1飼により消

化率を決定し，前2JIJIに於て朝夕2回の給飼後版

業20g宛を粉末のまま給興して，消化率の影響を

調べた。

期iJlJ
宝展備飼育期 本試験期
{昭和年月日月日)

補食期
(JHI) 

第 l期 24.9-5-9--9 9-10-9-16 9-17-9-18 

第2~t!I 9-19-9→25 9 26-9-27 

給飼は朝夕 2 固とし，乾草を 5~6cm に切断

、じて桶に入れて興え，との他食盟箱を設けて自flj

に食盟を帰食せしめ，た。採糞は受糞袋を尻に装着

し，毎日2固とりかへ，排I世量の ]/10を1"1'取し，

8%盤般を少長滴下し，風乾後混合して糞分析に

供した。

直1) 試験結果

各本試験期間中に於けるルーピン乾草捕食量

並び、にそれに由来する排糞量・風乾糞量を第49，

1{& 50表に示した。

第49表 紙羊の蟻食量及び排糞量

月日|噌第沖l電期量l範幸
第 2期

月日 |播(食宮)量I排糞(g)量I風量乾(g糞) 
9-10 1，738 9-19 1，630 

11 1，865 20 1，650 

12 1，800 1，352 687 21 1，718 1，423 720 

13 1，750 1，601 1，060 22 1，863 1，481 782 

14 2，000 1，374 698 23 1，400 1，590 768 

15 1，375 1，356 744 24 1，638 1，343 482 

16 1，660 1，393 712 25 1，505 1，251 624 

17 1，483 762 26 1，226 574 

18 1，398 806 27 854 506 

合計 11卵 合計 111，40419，16814，456

第50表 山羊¢撮食量及び排糞量

第 l期 第 2 期

i滋(食g)量I排糞量|風乾(g糞) 月日 (g) 量 月日 I掻怯雪}量I排胤糞)量I風量草唱書) 

判。|吋 9-19 1，121 

11 I 610 20 1，235 

1'2 ! 828.1，168 4'24 21 715 743 436 

13 715; 495 265 380 

14 580 i 585 I 376 374 

15 : 1，160 i 640 i 424 24 688: 508 310 

16 i .893 591 440 25 I 930 i .641 370 

769 458 日94

18 606 342 27 I I 702 408 

合計|ら871ド，8541 o!， 7 29 合計ド，694ド，75112，872 

飼料及び風乾糞の一般分析結果は第51去の

通りである。

以上の試験結果から消化至与を算出すると，第

四去及び第 53去の通りである。
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(%) 飼料及び風乾糞成分

質

一

ー

白

一

以

一
蛍
一
日

目

弘

一

ゆ
京
町
ι

-

第51表

分阪
可溶
無窒素物

組脂肪有機物ヰ句乾

893 

982 

10.49 

10.90 

11.14 

899 27.73 

34.20 

34.00 

3160 

3065 

26.49 

2872 

28.73 

3.13 

11.56 

12.33 

12.88 

75.48 

78.00 

7432 

7895 

84.47 ノレーピン乾111

緬羊第 1!t月糞

緬羊第Z期糞

山羊第 1~羽糞

'-'1羊第2期糞

|純蛋白質

1，088.4 
537.1 

551.3 

506ラ

1，018.4 
467:4 

551.0 

54.10 

分

1，095.7 

5628 

532.9 

4864 

1，025.3 

492.8 

532.5 

5193 

!米

3205 2849 

緬羊による消化率

|粗蛋削!制脂肪 1 可溶
; ー;無窒;来物 粗繊維
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第 52表
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8.607.7 

3，517.9 

5，089.8 
59.13 

9，633.0 

4，010.7 
5，622.3 
5836 

編食養分 (g)

糞中養分 (g)

m'化.量 (g)
消化王寺宝(%)

乾

10，295.2 

4，8286 
5，4666 
53.10 

蟻食養分 (g)

糞中養分 (g)

i常化量 (g)

消化率(%)

第 1!tJl 

第 2~Pl

山羊による消化率第 53表

質白蛋純

5243 

297.5 

2268 

分灰組繊維
nT熔!
無窒:長物|

粗脂肪!粗蛋醐|有機物

第 I期

820.2 

351.5 
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η

4

 

播食養分量 (g)

糞中養分量 (g)

消化量 (g)

消化率(%)

5，052.7 
2，212.0 

2，840.7 
56.22 

5，6545 
2，53~ 5 

3，122.0 
55.21 

議食養分量 (g)

糞中養分宣 (g)

消化量 (g)

消化準(%)

第2期
277.9 563.3 

46.49 

総体的に僅か消化率が向上する傾向がうかがえる

が， Mれもその増加割合は僅少で、あり，特に山羊，
に於ては'責験誤:Zl~の範問を出ないものと思考ーせら

れる。強いて論やれば，純l羊・山羊双方に於て，

組織維と純蛋白11の消化率の向上が比較的に顕著

であり，組'ii羊ではま11.織維の消化率が 7.43%向上し

て必り，純蛋白貨のそれは雨者共3%聞の増加を

示している。

60.23 

(IV) 

f占I第2期に於ける粗蛋白質ーの消化率算定に常

つては，尿素窒素の、消化率を 100%と見倣し，給

興した尿素の窒素は，全ぐ考慮を:持f，わ守、に行った。

察

質験結果より算出したルーピン乾慈のJ~l別の

泊化至与を比較釘照して見ると第 54.去に見る如く，

細i羊・山羊共に尿素添加を行った第2則に於て，

考
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乾物

第 54表 消化準の比較(%)

有機物 I *rt蛋白質 l組脂肪 必
院
-e柳川
r
織目礼

泊
ま
午h

川

w

d
川
町
・

溶
素
可
窒

E

蝿…

昨

ι
庁

lhf
向
日蛋

b
u巳

も

m-分灰

第 l期沼化率 53.10 5363 62.87 49.54 57.95 44.66 4864 5065 

緬羊 第2則的化率 58.36 59.13 65.51 51.46 63.37 52.09 51.93 54.10 

増減 十5.26 +5.50 +264 十1.92 十日.42 十7.43 十3.29 +3.45 

第 l期消化率 53.08 54.23 ラ7.14 50.27 5983 47.03 43.43 43.26 

LlJ羊 第2期ii'j化率 55.21 5622 60.23 5160 60.12 50.41 4674 4649 

増減 十2.13 十1.99 十3.09 十1.33 +0.29 十3.38 十3.31 十3.23

Krebs5均等の唱えるアマイド添加lによる反担

問内の微生物活動環境の改良が，微生物による和l

，飼料の杭物融制tの秒Oflt!.的或いは化撃的な分併を促

進し，ひいては細胞内容のほぐし出しに役立ち，

以降の消化管内に於ける蛍自民分解酵素の法透を

容易ならしめる結果，蛋白質の消化吸収が良好と

なるという設は，一随;もっともな事とうなづける

けれども，柴義率の民い，然もi殴粉・i1fを多給する

飼養下に起きるといわれる反絹欺の消化率減退を

見る女Hき場合に始めて尿*添力11の極端な効果があ

らわれるものと推察せられ，ヌド寅験の場合純蛋白

質の含有量は約 9%で，著しい蛋向11扶乏飼養と'

はいわれたいし， 又'itJi容先!~~;，\毛物も 319杉程度の

ものである1!&，顕著た効果を期待出*る飼益保件

で・なかったものと見られよう。然しながら以来添

加によって消化率が多少なりとも向上とそすれ，

低下する傾向は認められない。 f古H長食堂に就いて

見ると，約II羊は民主m17日1mで封照明より 784g， 

1日平均 110gの減食を示し，山羊は反封に線、計

で 823g， 1日千均 118g多く食したので、あって，

尿素添加l飼養による著1ノい食慾増進の効果も認め

られなかった。

第2期に於て，)J.民素を日長40g給興したが，

第1期に得られたルーピン乾草の消化至撃を以て，

第2具Hvc興えた尿主宰素の消化圭容を求めると，制

羊 105.3%、山羊 103.796となり，尿素が 100%近

く吸J枚せられる事は，コド買験に於てもrVJらかとせ

られた。

VI工 尿素添加飼養が乳牛の泌乳
に及ぼす影響に就いて

・(む緒言

飼料蛋白11のf¥:lljとしてアマイド類を使IIJし

た場合，反拐家昔iの乳汁生EF:に及ほ、す影響に闘し

では，数多くの研究が行われている。 WeiskcllO)等

;及び、J¥1orgen71)等は Asparagillは泌乳に殆んど影

響ーがないと報じ， Unger巴r"9J及びSchmidtSη 等は，

グリココールは乳量を;'r}'J1I1しないが，脂肪至容を高
める作川のある:tJf.を報じている。又Paasch80)，Sりは

乳JIJ山羊の試験で惜醍アンモンを給E処する時は，

i必乳主~=が;，\.り'JII したが乳牛の試験で、は飼料蛋白買を

代flJして乳fF;を維持出来る程度であったと報じてー
いる o

尿素の効果に闘しては Richardsen"¥Voltz101¥ 

Honcamp，"~\ Hansen""J.等の乳牛での研究では，飼

料蛋白質の乏しい飼養の際，);jと京を 100~200g 給

興すると，乳量を仕す傾向があり，蛋白質飼料を

節約する効果を認め，脂肪率には著しい;影響がた

いとしている。 Voltzは以来給輿の際の乳量:':1)111

は，生体内でb民主iさが蛋白質合成にあづかる筋であ
るという見解を持し， Hansen及び Honcamp等は，

l司氏等の貫験に於て，尿素飼養の場合，蛋白質をご

充分給興した時にくらべて，乳量はほほ、同程度に

維持せられるが，とれと並行的に休草が減少する

事百三観察し，又著しい蛋白質不足でない飼養の場

合にも，尿素給興の効果が或る程度示される事質

より，尿素を給興すると刺戟的に乳f去を増すが，

乳汁合成に必要注蛋白質中，嬬取飼料の盃白質で、

向不足をラ~たす分を，休蛋白質を j~crって充常する
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T話3に，休車の減少が起るものと角jJYr

乳促延迫進s的刺戟r行作「二J川i日jをを:示唆している。
SchmitdS8¥ Nehring7SJ， Carstens同等は尿素を

ビートパルプに結合せしめた Amidschnitzelに就

き，同一企却!の下にそれぞれ場所を異にして乳牛

の飼養試験を行い， Amidshnitzel '1併は泊料類を興

えて完全飼養した講の能力より可成り劣ったが，

通常のビートパルプを興えた蛋白質不足飼養詳よ

りは遥かに良い成績を納め，脂肪率には殆んど差

がない事を報じている。向 Schmidtは以上の結論

として，飼料蛋白質の乏しい飼養の際，尿素を加

えれば，飼料蛋白22の有効利Hlの度が高められる
~であろうと推論している。

Hart'町Q

飼料中の亜跡仁粕の代りκ，以素を 3%混入する
時は，よく能力が維持せられ，亜麻仁粕もほ素も

共に除く場合は，著しく能力が低-fする結果を得

ている。 Archibardめは 3~I三 IfIJに立り都合 28 頭の

乳牛で試験し，尿素を綿貫粕・大豆粕及びグルテ

ンフィードと比較試験し，尿素の乳量維持の効果

を認めているが，これ等蛋白質飼料の完全代}討を

牛番号虎

453 

468 

483 

生年月日
{附和)

第

F量次

B. 試験則: 昭和23年1月13日より 4月

5日に亘る科目IHIを 1朋1t¥l14日として6期に

分け.各期の始めの4日tlIlを強制ii則とし，後の10

日聞を本試験期として，本;試験JtJj聞の成績に就い

てのみ考察する:，cJfとした。各明日IJは衣の通りであ
る。

第n拐 警mo切 1月J3日-1 }J 26 EI 

第2期 尿素期 1月27日-2月9日

第 3WJ 濁!!日期 2月10日-2月23日

第 4期 尿束期 2月241:1-3月88

第 5!切蛋白質狭乏飼養期 3月9日-3月228

第6期 尿素期 3月23日-4月58

C. 供試飼料: 供試飼料の成分分析結果並

なし得る釈の結果を得ていない。 t~J同氏は尿素を

濃厚飼料に配合する割合は3%を限度とすべき事

者こ報じている。 Hasting"9)も7頭の高等登録乳牛

につき 4箇月1111の試験を行い，濃厚飼料中に

1.5%から 3%迄尿素を漸弐増量して行き， ~必乳

量が決して劣らなかった事を報じている。

Willettl12)等は尿素飼料をn1いて幾分乳生産

が低下した事を報じている。

著者は先に乳用山羊で，乳生産飼料蛋白質の

35-40%迄尿素で代用して，よく泌乳量を維持し

得る事を賞験したが，更に乳牛に就いて，前後3

つの試験を行って，飼料蛋白質の一部を尿素で噌代

m飼養した場合の，泌字L~乙及ぼす影響を調べ，尿

素の効果を検討じた。

(1I)第 1試験

1. 試験方法

A. 供i式JI二: 北大第二農場のホルスクイン

部:乳牛3頭を供試した。とれ空在;乳牛の参考事項は

第 35去の通りである。

表

脂肪率 | 体重

(%) (kg) 

544 

496 

512 

びに含有i股粉慣・可消化中II蛋白質はE(c56去の通

りである。

D. 飼養標準: 飼料計算には可消化料l蛋白

質と澱粉慣をH1い，飼義標準は Morrison's，標準に

依り，可消化阻蛋白質量は同標準に示された最低

金と普通量との中出lを取り， i殿粉慣は者通量を採

用した。その標準は共の通りである。

可i宵化粗 i殿粉低
蛋白i't(g) (gl 

体重500Rgにつき 310 2，930 

脂肪率3.5%の牛乳 10kg生産毎に 430 2，580 

計 740 5，510 

との標準のi殿粉慣は Kelln目的標準の最大量
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l水分 1時間!粗脂肪 ldLl粗繊維 灰分 1謀略 l減問
一番牧草 13.75 876 2.23 37.50 31.47 6.29 4.38 2614 

市J、
デ.ントコーン予3イレ・ージ 78.07 台 2.42 0.74 9.49 7.07 2.21 1.23 10.54 

家斎ビート 89.16 1.29 0.12 7.50 0.9iJ 1.03 0.90 5.47 

~J'i. 12.94 13.22 4.55 53.09 10.36 584 965 42.37 

ピートパルプ 14.66 8.88 087 53.07 18.49. 4.03 4.53 48.9iJ 

玉昂黍穏貸皮 14.20 7.70 7.26 57.22 1089 2.73 3.77 63.22 

尿 素 N金量 44.27% 粗蛋白質岱量 276.69%

に{革か足りない程度である。然し蛋白質量では，

Kellnerは可消化純蛋白質で最少 800gを掲げて

沿り，又Hansson叫)は 730gを興えているのに封

し，本標準では可消化粗蛋白質で 740gであり，

決して過剰であるとは足、われない。 Schmidt&~) 等

はとの極のアマイド試験に首り，一般に使fIJせら

れる飼料標準は，蛋白質量が過剰であるJrs，往々
にして蛋白質不足飼養と稲する場合，決して不足

と見倣せない飼養を行って，錯誤を犯し勝ちであ

る事を指摘し，体重 500kg，乳量 10kgのものに

封じ，可消化粗蛋白質 700g，殿紛{貨4，750gの標

準を提唱しているが，本質験に採用した標準は，

Schmidtのものより可消化粗蛋白質は 40g，殴粉

慣は 760g多い。ヌド寅験でi殴粉債を充分に取った

理由は，従来の尿素試験で，尿素の効果はポ主化

物の豊市な飼養という事が前提{傑件であると共作，

尿素飼養の場合，兎角体重の減少をラ~すと稲せら

れる矯である。

第 57表

給loli1，量 澱粉償 ¥ 粗可蛋消白化質

Ikg} {宮 (g)

養分要求量・ 5，510 740 

守主 7主 3.3 863 145‘ 

コーンザイレージ 21.0 2，213 258 

家子各ピート 1吾.0 821 135 
令

ピ~."りξ ノレア。 1.4 685 63 

玉萄黍穣質皮 0.7 443 26 

要it 1.2 508 .116 

1μ 5、 計 九日33 743 

E. 飼料の給興量: 以上の標準に合致せし

める1.0，飼料を第 57去の虫rr<配合し，体重500kg， 
竿L量 10kg生産牛に3討する封照明(第 1，:U!印刷)の

給興長と定めた。

第 2Wh乙於ては，以上の飼料中の越を除き，

とれと等i殿粉{目の::1三局黍稲寅皮を輿え， とれによ

って不足をう~tcす可消化粗蛋白質量i; を尿素で守fIiっ

たが， };j~素の有効率を 50% と見倣し，以来可消化

粗蛋白質常畳 138.35% と Lて給興長を.~，-めた。

数

玉:ffij黍種資皮

尿素

言「

1.2 kg 

0.8kg 

60g 

i殿粉僚

508g 

506g 

506g 

可消化粗蛋白主主

116g 

30g 

83 g 

113g 

第 4~~Il及び第 6 県lには， !{C 2具ljと同校の飼料

給興を行ったが，尿素を 100gに増加lした。 又第

5)切には，第4期の飼料中から以来を除いた蛋内

't'f(ltた乏飼養を行った。

今 U~ 57去に掲げた飼料から越を除外したも

のを基本飼料として表わし，各S~I!別の飼料給9tl~

示すと次の通りでるる。

第 1!抑基本飼料十数i'i.1.2 kg 

第2期 グ 十支局黍種貨皮0.8kg+尿素60g

第3期グ+数 1.2kg

第4期 グ 十玉罰黍滋賀皮08kgテト尿素 100g

第 51¥月 ゲ 十玉萄黍種資皮0.8kg

第6期 グ 十玉濁黍種資皮0.8.kg十尿素 IOOg

搾乳は朝夕の2固とし，共の都度IE確t乙秤量

し，よく撹狩混合の後，共の一定f置を試料に耳又り，

Aliq uote sampl巴となし， Gerber訟によって毎日
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の脂肪至容を間IJkした。

体重の測定は，試験開始前及び、各期末日に行

った。

2. 試験結果

各本式験JtJJ/1Ilに於ける，各牛の乳量・附肪率・

jJfi肋量は， tfc 58去の通りである。

第 58 表

i 第 l期 ( 第2期 | 第 3 Wl~1 第 4 期 | 第ラ期 l 第6期
乳 量 (kg) 93.1 92.2 

453 脂肪率(%) 3.69 3.81 

脂肪量 (gJ 3，431.4 3，514.3 

乳 量 (kg) 107.6 104.7 

468 脂肪率 (%J 3.69 3.88 

脂肪量 (g) 3，970.7 4，060.2 

乳 量 (kgJ 1265 127.1 

483 脂肪率(%) 3.41 3.51 

脂肪量 (g) 4，315.0 4，463.8 

宇L 量 (kg) 327.2 324.0 

脂肪率 (%1 3.58 3.72 

脂肪量 (g) 11，717.1 12，038.3 

~(に体重測定結J誌を第 59 去に掲げた。

第 59表 (k忍)

|吋|叩|紛披|平均
試験開始前 日30 496 512 日13 

第 l期末 526 500 510 512 

第2期末 518 488 500 502 

第3期末 514 49J 494 499 

第4期末 506 480 490 492 

第F期末 506 488 492 495 

第6期末 500 490 476 489 

3. 考 察

尿素給興が幸L生産に及段、す影響を検討するに

首り，比較をー居容易ならしめるため balanced

rationで飼養した第 1，tf~ 3 期のえlミ均右~1象一想、第 2

j明とし， 生産飼料の可泊化1料粗n蛋白質の2却0%杉を尿
素6的Ogで

に供しし， 又同J様よ保去に尿素給興興-の2第{布C2期と2第{布'c4期の成

程結t坊カか冶ら7後象想2第1花n具期Jjの成績を算H出1し， 封照飼養のtf~

3期との比較に供した。更に可消化粧l蛋白質 85g 

扶乏飼養のみiC5朋に封し， 同飼料KbJ坊主 100gを

89.0 91.3 87.4 86.1 

3.80 3.80 3.74 3.75 

3，383.7 3，470.5 3，2715 3，227.2 

97.3 93.0 79.9 72.1 

3.81 385 3.66 4.00 

3，708.0 3，582.3 2，924.2 2，884.3 

133.1 131.1 122.1 134.1 

3.38 335 3.49 3.55 

4，494.4 4，39J.7 4，263.8 4，760.8 

319.4 315.4 289.4 292.3 

363 3.63 3.61 3.72 

11，586.1 11，4壬3.5 10，459.5 10，872.3 

添加l飼養したUC4，第 6~1の千均を1象想、tfç5朋の

成績ーとして，一括して第 60去に示した。

との去に就いて見ると，尿素を興ぇtôJ~2 期

に於ては 453枕と 468枕l主宰L畳に於てそれぞれ

].229杉及び2.25%，Jm肪量では 3.13%及び5.75%

増加したが， 483抗は乳量に於て 2.08%減少し，

脂肪量は逆に1.34%増加している。 3頭の合計に

於ては，乳量 0.22%，J脂肪長3.32%の増加となっ

て;J;，-り，脂肪至容は僅か上昇の傾向が見られる-:)く

に尿素師養期の聞に設けた!t照のtfC3期の生産量

は， 1象想第 3~jの成績に比較し， 453蹴と 468枕

は乳量 3.05%及び1.52%，脂肪量 3.119杉及び

2.96%減少しているが， 483蹴は逆に乳量に於て

3.1%，脂肪量1.5%を増加lし， 3頭合計では乳量

0.9%，脂肪量1.3%の減少となっている。 1ff:って

第 1期より第4mlを通じ，尿素明に於ては封照明

に比し，乳量・脂肪量共に僅か:冷却lの{頃向が翻取

されるが，極く僅少で、先す事費りないものと見倣す

べきである。即ち魁1.2kgに封し，玉萄黍程賞皮

0.8kgと尿素 60-100gとは，乳生産にほぼ笥:し

い偵航があると%.えられ，越1.2kgと玉掲黍種資

皮 0.8kgとの可消化粧l蛋自民の差は 84gであり，
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第 60 表

時続i 同時間11T1恥期|銑|楠噌
乳量(kg)11 92.2 1 91.1 1+1 ・~~ I + 1.22 il ~9~~ I 91・8 1 -2.8 1 -3.05 11 87・4 1 88.7 ー1.3 1 -1.47 

453 脂肪率(%)1I 3.81 ) 3.74 十0.071 il 3.80 1 3.80 土o 11 3.74 1 3.781 -0.04 

脂肪量(凶 3，う14.3 3，407.6 十106.7十3.13 3，383.7 

乳量(kg) 104.7 102.4 十2.3 十2.25 97.3 

468 脂肪率(%) 3.88 3.75 十0.13 3.81 

脂肪量 (g) 4，060.2 3，839.3 +220.9 十日.75 3，708.0 

乳量(kg) 127.1 129.8 -2.6 -2.08 133.1 

483 脂肪率(%) 3.51 3.39 十0.12 3.38 

脂肪量 (g) 4，463.8 4，404.7 十59.1 十1.34 4，494.4 

乳量(kg) 324.0 323.3 +0.7 +0.22 

計 脂肪率(%) 3.72 3.60 +0.12 3.63 

!脂肪量 (g) 12，038.3 11，651.6 ート386.7，卜3.32 11.586.1 

脂肪率3.5%の乳汁 10kg生産要求可泊化粗蛋白

質量は 430gであるから，乳生産飼料中の可消化

事(1蛋白質の約 20%を以素で代月jして，よく能力

を紙上持し得るものと断定せられる。

第2朋に於ては， 1示素を日量 60g，第4期で

は 100gを興えたが，尿素を多く gr!えた震の4-拘IJ
の効果も障害もJt'支けられない故，尿素空素の可

消化粗蛋白fZ安素に!.Jする常慎重容を 50%と見倣

せば充分と思考する。

手Cに尿素を興えや，蛋白質快乏飼養を行った

第5期に於ては，乳量・脂肪量の減少は著しく，

第4期に比し3頭合計乳量:26kg，脂肪量約 1kg 

を減じた。特に乳期の故も進んで、いた468枕はそ

の影響が一唐顕著で、ある。然るにE(~6 WJに尿素伺

養を行った結果， 483蹴はよく泌乳量を拍回し，

全試験問1に於ける抜高乳量を示すにいたったが，

453蹴， 468枕は乳量の生理的減少をと幾分くい止

める脱皮で・あった。而して第5期の生産は珠想、tf5

5期によtL，3頭共-.;1<1に減少している。即ち乳

量に於て 4.8%，脂肪量は 6.3%の減少で，日月らか

に尿素添}JI1飼養の効果が示された。

多〈に体重の士宮減を第59去に就き考察すると，

会期間を通じ澱粉慣は Kellner及び、 Hanssonの標

準よりやや多く興えたにもかかわらや，総体的に

体重の減少をラlit<こしたのは，頂度、服装の時期であ

3，492.4 -108.7 -3.11 3，271.5 3，348.9 -77.4 -2.31 

98.8 -1.5 -1.52 79.9 82.6 -2.7 -3.27 

386 -0.05 3.66 3.91 -0.25 

3，8212 -123.2 -2.96 2，924.2 3，233.3 -309.1 -9.55 

129.1 +4.0 十3.10 122.1 132.6 -10.5 -7.92 

3.43 -0.05 3.49 34.5 +0.04 

4，427.3 十67.1 十1.52 4，263.8 4，575.7 -311.9 -6.82 

319.7 -0.3 )-0.94 289.4 303.9 -14.5 -4.77 

3.67 -0.04 3.61 3.67 -0.06 

11，740.9 -154.8ー1.32 10，459.5 11，157.9 --698.4 -6.26 

った魚，体温の維持に徐計にエネルギーをこ消費せ

られたま3と解せられる。唯ととに注目せられる事

は，概観して尿素飼養期に於て体重:の減少が僅か

多い傾向がある事で，特に 483披は第6胡に於て

16 kgを減少してたり， 一方乳量は最高を示した

貼から考え， Hansen等の示唆した尿素の泌乳刺

戟増進作用を考慮せしめられる。然したがら本質

験成績のみを以て以上の設を全面的に宵定する事

は H~Iオ4ない。

(111) 第 2試験

尿素添加サイレージの調製とその飼養試験

Means師、及び Cullison15)等は，説粟サイレー

ジ調製の際，材料lt首り約lOIbの尿素を添加し

て，その1¥矧判長態及ぴ品質を調べ，以素を添加す

るとf後四手が!?I-くヰ冬士官し， 叉サイレージのカロチン

合量の消耗が防止/:1.¥来る事をと報じ，又肉牛の越冬

試験喜三行い，尿素サイレ{ジを興えた1洋は，食慾

がI!f!i主で、飼料の嬬食がよく， 1，主か増体を予Iiたした

のに反し，尿素添加を行わないサイレージ給興詳

は，逆に体重が減少したと報じ，尿素底fAサイレ

{ジの効果を認めている。

著考は乳牛の多期合飼其~jに於ける蛋白質の不

足を尿素で補給する際，濃厚飼料に配合して興え

る方法以外に，前掲の研究報告に徴して，デント
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コ{ンサイレージに尿素を1見合調製した場合のサ
イレージ品質に及ぼす影響並びに，以来サイレ{

ジによって尿素を給興して，不足蛋白質を有IJった

jお合のf空宇Lに及I:fす影響を資験した。

1. 尿素サイレージの調製及び
その品質に閲する試験

ßH'i~ 1.5 m，高さ 4mで， そのサイレージ容

量が約3tの小型寅験用サイロを使用し，昭和24

~I三 10n 15日に詰込みを行ったが，サイレージカ
ッグーで制断したデ、ントコーン 1tに就き尿素6

kgを，詰込み時に出来るだけ千均にふりかけて詰

め，充分に踏つけ)111監をと行った後，木製の査を施

し， 120 kgの亜石を載せた。而して 76日目の 12

月31日より掘り取りを開始した。

表町より 1m 70cmの深さの部伎の材料に就

き一般分析を行った結果は第61去の通りである。

第61表 尿素l"イレ{ジ成分 (%i

水分 l品|粗脂肪l星雲間同組問片品I
78.221 3.73 1 0.76 1 9.12 6.12 1 2.05 1 1.14 

尿素サイレージの品質を判定する魚，サイロ

の上・中・下の3部位から試料をとって， その pH

債・全空素量・尿素量・アンモニア量及び Wiegner

法11η によって各種有機酸の合量を測定した。

以来サイレ{ジ及び1~底理;サイレージについ

ての品質試験結果は第62去に示した通りで， と

の結果よりサイレージの品質を考察すると，尿素

添加サイレージは無添加lのものに比し，限生成長

が僅か少ない傾向があるが，むしろ良好なサイレ

{ジの醍合有量と見倣すべきであり，その pH11'1 

は 3.8~.i.Oで，先守、サイレージとしての趨常な品

質の pH債の範同内にあるものと認められる。組、

隈合予:に封ずる各種:般の割合は， 乳隈が 65.5-

70.7%，酷酸が26.3-34.5%で， 断酸の生成は殆

λJど認められや，優良なl'i愛用ーを行ったものといえ

よラ。然しながら無添加サイレ{ジの方が酷隈合

長少なく，宰L隈合]f(が多い結果を二示じている。

限長測定の際の泣出描液に就きサイレージ

100 g首 tりの水i例!主主主主長・尿素及ぴアンモニアを定

量した結果， ι尿素合査は 0.6-0.7%で概ね添加l量

第 62表(%)

|削の 1 同日コ

上淵~ I 中淵イレージ 下部

pH 3.4 3.8 4.0 4.0 

総雨量 3.03 2.63 2.68 2.03 

乳阿金量 2.44 1.86 187 1.33 

0.41 0.64 0.62 0.54 

0.18 0.13 0.19 0.16 

80.53 69.78 65.52 

19.47 26.28 30.22 34.48 

0.076 0.082 0.098 

0.647 0.592 0719 

水溶性全N 0.345 0.358 0.385 

が百・検出せられた。市してアンモニア合量が無添

加1のものより 3~4 供榊加l している賠より考え，

幾分尿素が分解せられるものと認められるが，そ

の損失は微少で、あるο 叉)jK~さサイレ{ジの浸出性

窒索中尿素空素は約87%を占めている。

2. 尿素サイレージによる乳牛飼養試験

ホルスグイン宥tt乳牛3頭につき，普通のデン
トコ{ンサイレージの代りに，同量の尿素サイレ

{ジを興え， さらに濃厚飼料中の大豆粕を等し

いT.D.N.査の澱粉がlで、世換飼養し， EF:乳量に及

隠れす影響を調べた。

450 

453 

468 

A. 試験方法: 供試11-.3 m~のゑ三}5・事項は第

540 

日60

540 

fFJ試した飼料は乾牧草・デントコ{ンサイレ

{ジ・家高ビート・魁・肱1m米糠・ビートパルプ・
大豆粕及ぴi殿粉粕で，共の分析結果並びに可消化

粗蛋白及び杢可消化養分を第64去に示した。
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*分函瓦j糊旨肪 l無品川維 l灰分 1軍部包I-T.D.N
乾 牧 1if. 12.41 6.34 2.65 

デ、ントコーンサイレージ 79.69 2.04 0.72 

家子持ピ F ト 90.15 1.47 0.18 

費& 9.93 12.91 3.09 

脱脂米糠 8.06 1ち.78 13.26 

ビートノξノしプ. 13.68 8.77 0.65 

大 豆 車自 10.25 44.59 876 

4殿 桜子 本自 14.56 3.94 0.27 

飼養標準は Morrisonn)の乳牛用のに従い，前

記の飼料の給興量を定めた。

Morrison標準

可消化粗金可消化
蛋白質 (g)養分(g)

維持飼料体重500kg毎に 321 3，909 
生産飼料・脂肪率3.5%の牛乳lOkg毎に 460 3，000 

維持飼料{体重500kgに勤し)

嗣料名

乾牧草

給興量可Wi化粗 金可i官化
(kg) 蕊自主t(g)養分Ig)

2 63.4 948.0 

コーンサイレージ 18 187.2 2，359.8 

家苦手ビート 8 82.4 562.4 

百十 28 333.0 3，870.2 
概準に到する過不足 十 12.0 -388 

生産飼料・ 0]旨肪率3.5%，牛乳 10kg分)

嗣料名 給Ik輿g量) 可消化質純(g)金可消(g化) 
蛋白 養分

股 JI旨米糠 1.1 99.0 737.1 

場t 1.1 1136 712.3 

大 .fL 粕 0.5 200.6 426.9 

澱 戦ナ 車自 08 4706 
ビートノJノレ7' 1.1 49.2 719.7 

計 46 46'2.4 3，0666 

標準に望書する過不足 十24 十666

試験期間は昭和24年 12月15日より昭和25

年 1月28日に至る 45日間で， 1期 15日とLて3

晃)jに分け，第1，第3期をtti照其nとして前記の飼料
給興を行い，気iC2期には者一週のコーンサイレ{ジ

の代りに笥;景:の尿素添加サイレージをこ給興し，同

時に生産飼料中の大豆粕を除外して，とれと等霊:

のT.D.N.を含有する量の澱粉粕，即ち牛乳 10kg 

生産毎に澱粉粕 725gを興え， 尿素による大豆粕

蛋白質の代用効果を産乳量に就き比較検討した。
、静-

42.74 29.24 662 3.17 47.40 

9.60 6.10 1.85 1.04 13.11 

5.94 0.97 1.29 1.03 7.03 

59.26 9.22 5.59 10.33 64.75 

38.35 13.14 11.41 9.00 67.01 

54.70 19.33 2.87 4.47 65.43 

24.99 5.64 5.77 40.13 85.37 

67.96 7.22 6.05 58.82 

1，¥J各!リjの産幸L成績は始めの5日間の分を除外し，

後の 10日聞のものに就いてのみ論歩、る事とした。

牛乳脂肪率のiql!Jtは5日毎の Aliquotecom-

posite sample に就き Gerber法によって行った。

員í~2期に於ける尿素サイレージ給興による可

消化蛋白質ーの補充事情は三えのようである Q 但し

尿素サイレージの尿素含量は第 62去の平均値の

0.659杉と見倣し， 又尿素 19の可消化粧l蛋白質首

長は2.81gとして算出した。

宇L:量去によるイレー同尿 の大豆粕除尿素サ 事月ミ 同粗尿1't蛋官素t 

不足純蛋ジ給興 含量 白
(kg) 白笈 (g) 量 (kg) (g) 量

450 lJJ，~ 18 360 20 130 365 
453 .~涜 14 281 20 130 365 

468'旋 16 321 20 130 365 

B. 試験結果: 上記飼養により，各本試験

期間中に生産した乳量・脂肪量の成績は第 65去の

通りである。

|第 1知JI第2均1¥第3期

乳脂肪量率{(k%g)) 1814 1722 170.2 
450I涜 2.81 293 3.02 

脂肪量 (g) 日ρ88.4 5，048.9 5，131.4 

乳量((k9g4) 163.1 150.0 148.7 
468競 脂肪率 %J 3.19 3.31 3.42 

脂肪量(宮) 日，1956 4，960.5 日，086.3

乳量({k9(gR4)) ) 
1436 128.5 127.5 

453貌
脂脂肪肪率量

3.34 3.38 、3.45
4，798.1 4，3446 4，3966 

乳量{(k9g4)) 488.1 450.7 446.4 
合計 脂肪率量 3.09 3.18 3.27 

脂肪 (g) 15，082.1 14，354.0 14，614.3 
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休Jl1測定結果は第 66去の通りであ弘

第 66 署長 Ikg) 

450波 1 453減 1 468澱 | 平均

開始前

第 Otfl末

第2期末

第 3期末

547 

544 

549 

550 

C. 考察:第65表より第 1其1)， t(~ 3 J明の

平均を求めて議想1i'~2朋の成績とし，Jj正素-J}-イレ

ージを興えた第2期の成松と比較すると第 67表

乳量(kg)

450~J，~ 脂肪率(%)

脂肪量 (g)

宇L 量(kg)

468波 脂肪率(%)

脂肪量 (g)

芋L 量(kg)

453w虎 脂肪王手(%)

脂肪量 (g)

乳量Ikg)

合計 脂肪率(%)

脂肪量 Ig)

第 67表

一一細川崎川崎第2期
1%) 

172.2 1758 -3.6 -2.05 

2.93 2.91 +0.0.'2 

日，0489 日，109.9 -61.0 -1.19 

150.0 1559 -5.9 -3.78 

3.31 3.30 十0.01

4，960.5 日，141.0 -180.5 -3.51 

1285 135.6 -7.1 -524 

3.38 3.39 一0.01

4，344.6 4，597.3 -252.7 -5.50 

450.7 467.3 -10.6 -355 

3.18 3.18 士O

14，354.0 14，8482 -4942 ーヨ33

の通りで，尿素サイレージを興えて，濃厚飼料中

の大豆粕を除いたみí~2期に於ては， 1象想、第2Jリ1の

成績によ七し， $L査は 450枕2.05%，468蹴3.78%，

453~5.24% の減少をこ示し 3 頭ヱ\'-均の減少率は

3.55%である。 叉!脂肪f置は 450枕1.19%，468g枕

3.51%， 453枕 5.50%の減少で 3頭21'均の減少

率は 3.33%である。 μ11ち乳量・JI行肪丑共に尿素サ

イレー。ジ飼養に上って 3.5%内外の生産減少を

予~tζ し， II甘肪率には殆んと¥影響ーがない。然し生!宅

飼料中可消化*Il蛋白質の軒J4396を，'iめる←人‘王芝府i

を除外じ，との不足蛋白質を)j~素サイレ戸ジ中の

以京で代fIjし， 僅か3.5%税度の減産で止まり得

た結果より考察すれば，本賢験に於いても版業の

飼料謹白買代HJの効果を認むべきである。しかも

本1割合に於てゆ，サイレージの給興長に限定を受

けた除!係上及素給W:.lをは日~~: 130 g程度に止ま

り， )ぷ京第素の可消化m蛋l可予三索に封する前慎重手
を80-100%という高率に見杭らざるを得ーない事

'fi!fで・あつだが，その害IH乙泌乳量:の低下は少なかっ

たものと見倣せよう。

一方休翠の蟹化は，尿素サイレージ飼養i切に，

453枕は22kgの減少を来たしたが， 他の2頭は

逆に竿ろ増加1し 3頭司王均に於ては殆んど増減が

たかった。とれはi殴粉賀多給により，休蛋白質分

僻による休京の減少が，休)J行詰杭によりカバーせ

られたと考うべきか否かは，木賞験結果のみから

は*ltJ~ し難い底である。

本賞験中供試l!二は何れもほ京サイレ{ジを食

い説.~1~3-~ る傾向は見られや， 1"1守1:して県えた所定予:

は概ね食した。

以上より綜合考察して，空Llドに封ずる M~素給

興の一方法として，民索サイレ{ジを過してrtIlえ
る~}\.は，一般酪農家にとって，最も手艇にJtつ誤

りなく行い得る方法であり，又サイレージの雌酵

にも悪影響なく，推賞し得べき方法と思考する。

一般にデントコーン阜味のサイレージは，可消化

蛋白質に乏しく，禾本科牧草とコーンサイレ戸ジ

を以て，乳牛のさらmlll¥lの基礎飼料をまかなう場合，

熱量の黙で・は維持要求量以上を供給出来るが，蛋

白11は維持要求量をj繭たす程度に止まり，惹いて
は濃厚飼料として，柴養率 1:5.0-δ.5程度の，蛋

自立の濃厚な配合を必要としかかる balanceを

行う:mには，拍車内類の女nき尚lf'lな飼料のtlt入が必
要である。然しながら尿素サイし{ジを過して 1

日1Sf!1成主を 120g 1̂1外供給する場合は， 尿素手左

京の蛋I>J'f:tーとしての常1ï'l~容を 50% と見倣しても，

約 170gのi民J!jL飼料蛋1:'1'['1tr:: 節約出来る ~n. となる

から，乳量 10kg 杭度のものに封しては，柴義~

1: 9， 1白5k比g

上比じ較的に院い配令飼料でで、まに合う事となろう。即

ち自家生産の飼料JJ1禾穀類及び糟糠類ぜ;で，容易

l乞 balanceが可能で、あり， 絞済的な乳生産に科!11長

する底が大であると思考する。
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(rv) 第 3試験

乳牛用尿素配合飼料及び尿素ビートパ

JL.プによる乳牛の費用的飼養試験

反匁家高に尿素を給興する寅月j的方法として

農家に於て尿素それ自体7，c，阜味飼料或いは鉱物

質飼料の虫fIく使ilJする::'j'-:は，甚だ煩雑であるばか

りでなく，往々にして訣りを犯し危険者こ1'1:う公算

も少なくない。従ってドイツに於ては，乾燥ビー

トパルフ。中に尿索引昆入したAmidschnitzel，乾燥

馬鈴薯粉中氏i昆ヒた Amidflocken， 盤類に混合し

た Amidkleie等が賓際利用固から研究せられ，又

米国に於ては， jiijQiiに述べたサイレージ調製時に

尿素を混入して使用する方法，或いは販資配合飼

料中i:C3%内外混合して安全有効使用の仰に供す

る方法が研究せられ，極く最近に於ては固形濃厚

飼料(Pelletfeeds)中に混入する方法川町，P;)も誹ぜ

られている。

:本賓験に於ては，尿素の飼料的責JIHヒの見地

から，その給典方法を貰際に.!ipせしめ，孫じめ尿

素を混合調製してq人に詰めた配合飼料及びピ{ト

ノミルフ。製造の際に以来を混合調製したb民主ノζノレプ

を使用して， 北大第二農場環益の搾乳1¥二 15lîJ~に

就き，賞際的な合l養管却の下に試験を行った。

1. 試験飼料の調製

A. 配合飼料の調製

本質験遂行に常り，;.J，くのH市類の配合飼料乞
調製した。向飼料成分及び可消化養分は前J誌の第

64去の通りでるる。

配合飼料A: とれはそ火の立nき配合の，柴益

率 1:4.47の飼料である。

配合比 可自消民化{粗?の蛋 主主可打(19・4化養分 ) 

股Jl旨米糠 30 2.700 20.103 

小書訴毅 30 3.099 19.425 

大〆 !li 粕 15 6.0.20 1.'2.806 

:政務t 粕 21 12.352 
ノ持、 臨

決階石灰 3 

lit 100 1 ¥.819 64.686 

祭養 E事 1: 4.47 

配合飼料B: との配合は前記配合より大豆:

キ~i を除外し，大豆粕蛋白質のttnJとして尿素を，

又大豆粕の査可泊化養分をi殴粉~;白で和fjった尿素配

合飼料である。

同E合比 可消化粗至愛 会可消化
自主主(~の 養分(%J

脱脂米糠 27.0 2.430 18.093 _ 

小室長毅 27.0 2.729 17.483 

澱粉粕 39.0 22.940 

尿素 3.5 6.89ョ
食臨 0.9 

x足匝宝石灰 26 

計 100.0 12.051" 58.516 

栄養率 1 :3.46 

但し尿素の空素合査を 4596，可泊化粗蛋白質:

に封する首{買主容を70%と見倣し，尿素 19の可消

化粗蛋白質首量を1.969gとして計算した。

配合飼料C: とれはB配合より尿素を除い

た配合で，可消化*11蛋白質の之しい配合飼料であ

るo

開U合比 可白i宵E化L料室長 会可消(%化) (%) 養分

腕Jl旨米糠 28 2.520 18.763 

小多数 28 2.892 18.130 

澱粉粕 40 23.408 
jc 臨

Xi:荷量石灰 3 

計 100 5412 60.301 

柴養 E幸三 1: 10.14 

B. 尿素ピ{トノζルプり調製

尿素パJレフ。の製造は， 日本甜菜慎株式合nU:士

別製柄所にあ 尿素を 15%合有する製品の調製を

依頼し，昭和24年 ]2月に製遣が行われた。

同工場よりり製品!I過程報汗を要約すると，パ
ルプが乾燥機より/1¥て来る際に尿素液(水 10.8kg 

を70CCに加協し，尿素18kg 7，c溶解し， 2桐分と

す。)を噴議してふりかけ，とれを直に朕搾将i包し

た。著者がとの製品を分析した底によると，水分

合?を 18.63%，尿素合!~~は部{立によりー松でなく，

平均 10.1%で、あった。又主任ZF1素合量は平均 5.829杉

で，料1蛋白質に換算すると 36.38%である。 1古1尿

素合畳が所期の量より著じく少ない事に闘しでは，

詳細iは不明で、あるが，恐らく ~ll~搾前の水分合量が

相官?にjG11かった危，Uw搾の際搾り 11¥されて損耗7，c-
ラVi.1<こしたものと想像せられる。

2. 試験方法

A. 似J:試牛: fjb試牛は北大第二農場禁義の

搾乳牛 15頭で，その種類別はホルスクイン極11
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頭，ゲ、ルンジ{種3頭，プラウンスイス種1頭で ある。各LI二の参考号明ã:: U~ 68去に掲げた。

第68表 供試牛参考事項

牛・'守存 f虎 | 生年月日
(昭和)

次|最近分娩|肉付l産 年列 HIUH 乳量(kgJ ， 脂肪率

(%) 

体重

(kg) 

ホ積 382 10-6-26 10 24-7-15 24-8-15 8 3.0 606 

" 439 14-7-18 予 24-8-7(流産) 24-12-14 7 3.1 630 

グ 4ラ4 lラー12-22 6 24-11-4 

" 472 17-'9-10 4 24-5-12 

" 477 18-1-26 4 24-7-20 

" 483 18-4-16 4 24-10-31 

" 517 21-2-I 23-12-7 

" 日25 21-9-S . l 24-5-8 

" 527 21-11-6 24-10-28 

" 528 2HI-19 24-5-¥3 

グ 533 22-6 -10 24-7-5 

ゲ種 269 15-8-15 ラ 23-8-9 

グ 276 19-3-26 2 24-3-5 

" 278 20-4-3 23-5-14 

プ種 B-4 22司 3-H 24-5-18 

B. 試験期別と飼キ特合興: 試験期間は昭和

24年 ]2月1日より 2月28Aに至る 90日IU!で，
1期 15日(前5日を橡備飼育期間，後 10日を本試

験期)宛6WJに分かち，第 69去に示す飼料給興を

行った。向飼料標準はlVlorrison73)の乳牛用のも

のに従い，維持飼料の給興は，体重500kgに封し，

第2試験の場合と同様に，乾牧草2kg，コーンサ

イレージ 18kg，家畜ビート 8kgを興えた。

第 69表

(H旨肪率3.5%の牛乳 IOkg生産に謝する給典量)

|第l期同|第判制|矧|糊
ピ{トパノレア'(kg) ¥.1 ¥.1 ¥.1 ¥.1 ¥.1 

尿素ピ四トパルプ(kg) ¥.1 

配合 A!kg) 3.6 3.6 36 

関E合 B(kgJ 4.0 

配合 C (kg) 3.9 3.9 

金可消化養分(g)3，049 3ρ60 3，049 3，071 3，049 3，071 

可消化蛋白質(g)475 256 475 260 475 ，260 

尿素 (g) 140 一 110 

24 3.1 560 

24-9-12 10 3.3 526 

24-11-20 10 32 516 

一 20 3.3 ヲ80

24-10-24 ¥3 3.2 500 

24-7-31 7 3.3 540 

18 3.4 510 

24-10-8 8 36 500 

24-12-3 13 3.0 404 

24-10-1 4 4.7 520 

24-10-14 7 5.2 526 

24-8-27 5 5.5 360 

24-IH7 7 4.7 460 

尚生産牛乳の脂肪率によ lる調整は 3.1%以下

のものは 939杉， 4.7%のものは 120%，5.2%以上

のものは 130%の割で 3.5%牛乳量に換算し，純

計3.5%の牛乳 163kgを生産するものとして，給

興濃厚飼料量を決定し，毎日旬:回の飼料給興の線、

]P~を:lE*ti1に秤取した。
C. 脂肪卒及てI休lFi:の測定:牛乳)J行肪率の測

定は，毎回の搾乳量を正確に秤量しγ 撹件後混合

試料採取管で・注意深く 500ccの康口共栓瓶に 2回

採取し，少量の重クロム隈カリ粉末を投じ， 10日

1mの混合試料となしとれに就いて Gerber法で
測定し， 10日|聞の乳量に脂肪互与を乗じて，生産脂

肪量とした。

休重の測定は，牛街器を月jいて，試験開始の

前日及てA各期末日に，午後 1時より 2時の聞に行

った。

3. 試験結果

各本試験期 10日間の生産乳量・脂肪率及び脂

肪量は第 70去に示した通りである。

各期別の体重測定結果は第 71表に掲げた。



ー

第 1期 第 2期 第 3!m 第4::!tJl第ラ期 第 6期

乳量 iHEF脚量 附量乳量目智附量乳量 JJす棚量乳量|脂肪脂肪量 宇L量 In旨肪 f脂肪量
l {kg}l{ーJZ」宮|国企ω|〈社IJ山富}L4jg)(kul即位) (kg) I (率%) I (g) 

382 80，7 3.1 2，501.7 90.0 3，0 81.7 3.0 2，451.0 82.5 2.9 2，392.5 79.7 3.0 2，391.0 

439 6ラ.6 3.1 2，033.6 70.3 3.0 2，109.0 66.2 2.9 1，919.8 60.1 3.1 1，863.1 62.1 3.0 1，863.0 54.2 3.2 1，734.4 
一釘

454 245.3 3.0 7，359.0 241.3 3.0 ♂7，239.0- 236.0 3.0 7，080.0 214斗 3.2 6，860'.8 . '199.2 3.2 6，37"4.4 170:2 3.4 5，7868 

472 100.1 3.3 3，303.3 968 3.2 3，097.6 869 3.2 2，780.8 89.3 3.4 3，036.2 86.0 3.4 2，924.0 74.1 3ラ 2，593.5 

477 99.9 3.2 3，196.8 3，357.3 1049 3.0 3，147.0 ! 110.1 3.4 3，743.4 999 3.4 3，396.6 84.1 3.5 2，943.5 
ホノレス

タイン 483 213.8 3.3 7，055.4 217.3 i 2.9 6，301.7 212.8 3.1 6，596.8 190.4 3.3 6，283.2 183，7 3.2 5，878.4 161.7 3.4 5，497.8 
種

137.8 3.2 4，409.6 143.5 32 517 129.0 3.1 3，999.0 134.3 3.0 I 4，029.0 137.4 3.0 4，122.0 4，592.0 130.6 3.3 4，309.8 

525 63.3 3.3 2，0889 2，142.0 63.3 3.2 2，025.6 61.0 3.6 2，1.96;9 日2.5 3.6 1，890.9. 35.1 4.3 1，509.3 
， 

527 187.4 3.7 6，933.8 179.5 I 3.3 5，923.5 160.2 3.1 4，966.2 175.4 3.2 日，6128 170.0 3.1 5，270.0 150.1 3.3 4，953.3 

528 846 3.6 3，045.0 78.3 3.6 2，8188 736 3.4 2，502.4 70;0 3.5 2，450.0 71.0 3.5 2，485.0 60.8 3.5 2，128.0 

533 126.4 2.9 3，665.6 131.5 3.0 3，945.0 136.5 I 2 8 3，822・D 126.7 3.0 . 3，801.0 121.8 2.9 3，706.2 120.9 3.1 3，747.9 

269 37.4 4.7 1，757.8 ¥ 36.7 I 4.4 30:2 4.8 1，667.7 ! 32.4 5.2 1，6848 
ゲ、ノレン

52.9 276 67.7 5.0 3，385.0 64.0 I 5.3 ぺ曲1 同 3叩
57.2 5.3 3，031.6 I 59.6 i 53 3，158.8 ' 5.4 2，856.6 

ジー種

→278 43.3 5.5 2，381.5 45.5 I 5.5 訪問 41.0 I 5.5 I 2，255.0 I 36.4 5.7 5.7 2，ω| 37.7 5.8 2，186.6 
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第 71 表 (kg)

牛番貌 第1期末 l第2期末 第3期末| 第4期末 i第予期末| 第6期末
ホ稀: 382 606 日96 604 594 606 580 605 

グ 439 630 650 630 656 648 626 648 

IJ 454 560 572 ラ54 560 552 558 550 

IJ 472 526 530 550 540 520 530 554 

" 477 516 516 ラ14 508 日10 522 522 

IJ 483 580 606 582 580 584 566 580 

グ 517 500 498 500 500 492 515 518 

" 525 540 552 550 530 550 550 575 

グ 527 510 506 482 484 478 480 474 

グ 528 500 492 500 498 510 510 514 

グ 533 400 400 398 400 4C4 394 414 

ゲ干重 269 520 ラ54 554 568 564 日58 568 

グ 276 526 516 524 532 526 524 530 

IJ 278 360 364 360 374 370 374 368 

プ穣 B-4 460 450 462 460 470 482 474 

平均 516 520 日18 519 519 518 526 

4. 考察

第 68去に就いて蹴観すると， 尿素混合のB

配合飼料を興えた第2mlに，総体的に第1期より

学L:量が増加1しているが，脂肪量は僅か減少して主T
K 又尿素を興えや柴義率の院いC飼料を興えた

!(C 6胡に乳量・脂肪量の減少が著しいのが目立つ

第 72 表

l 第 2期|問2期( 乳増量減|脂率肪量牛番披 乳量 I脂肪常|脂肪量 乳量 I脂肪率I脂(肪g)量 乳(kg量rln旨防%率rl脂肪量
(kg) I (%J I (g) I (kg) I (%J I (g) I (kg) I (%) I (gJ (%) I (%) 

ホ干豆 382 9J.0 3.0 2，700.0 81.2 3.05 2，476.4 +88 -0.05 +2236 +1084 +903 

グ 439 70.3 3.0 2，109.0 65.9 3.00 1，976.7 +44 土O + 132.3 +0.67 +6.69 

IJ 454 241.3 3.0 7，'239.0 240.7 3.00 7，219.5 +0.6 土O + 19.5 +025 +0.'27 

グ 472 968 32 3，097.6 93.5 3.25 3，042.0 +3.3 -005 + 55.6 +353 +183 

グ 477 108.3 3.[ 3，357.3 102.4 3.10 3，1719 +5.9 土0 +185.4 +5.76 +5.8ラ

グ 483 217.3 29 6，301.7 213.3 3.20 6，826.1 十4.0 -0.30 -524.4 +1.88 -7.68 

グ 日17 1343 3.0 4，029.0 133.2 3.05 4，0605 + 1.1 -0.05 - 31.5 +0.83 -0目78

グ 525 630 3.4 2，142.0 63.3 3.25 2，057.3 -0.3 +0.15 + 84.7 -0.47 +4.12 

グ 527 179.5 3.3 日，923.5 173.8 3.4'2 日，950.0 +5.7 -0.12 -26.4 十328 一0.44

1I 528 78.3 36 . 2，8188 79.1 351 2，773.7 -08 +0.09 + 4ラl -1.01 +ト63
グ 533 1315 30 .3，945.0 131.4 285 3，743.8 十0.1 +0.15 +2012 +0.76 +5.37 

ゲ干重 269 36.7 4.4 1，6148 35.8 4.60 1，6484 +09 -0.20 - 336 +2.51 -2.04 

グ 276 64.0 5.3 3，392.0 65.9 5.00 3，295.0 -1.9 +0.30 十 97.0 -288 十294

IJ 278 4ラ日 日予 2，ラ025 42.1 5.51 2，318.3 +34 -0.01 1-1842 +808 +795 

プ積 &4 69.4 4.6 3，192.4 682 4.70 3，203.0 + 1.2 -0.10 - 105 + 1.76 -0.33 

l1，626.2 ¥川
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ている。

各期の飼養法と産乳成績との閥係を検討する

震，先十第 72去にi¥t:t照飼養の第・1，第3Wlの平均

と尿素配合飼料を興えた第2期との成韻比較を示

した。 生産飼料粗蛋白質の 43%を占める大豆半f:i

を尿素と澱粉粕で代替した第2期に於て乳量の減

少したものは 15頭中3頭のみで， 他は何れも僅

少ながら増加の傾向を示して必札筑量の最大増

加を示したのはホ積382慌の 10.84%， 最大減少

率を示したのはヂ種276蹴の 2.8896であったロ市

して 15頭の 10日間の総乳量に於ては 36.4kgの

増加であり，その増加l率は 2.299杉であった。叉脂

肪生産量にあっては，増加したもの 10頭，減少し

たもの 5顕であり， 総体に於て 602.2gの増加を

示し，その増加率は1.12銘で，大体乳量と千行し

てま示り， 1脂肪率は千均 0.04%の低下で、あったが，

先歩、脂肪率には影響ーがないものと見倣される。

以上により大豆粕 15%を含有する A配合飼

料と， 大豆粕の代りに以来;3.5%~V見合して不足

蛋白買をtillったB配合飼料とを，等しい熱f2じにな

る如〈給興する時は，乳牛の乳生産量は低下せや，

i事ろ僅か増加!の傾向さえ観察せられ，脂肪率にも

殆ιど影響がないと判断せられる。
第 71去につき第3J明迄の体重鑓化を考察す

ると，顕著な鑓化が見られないが 1日の乳量が

18 kg以上で、あった454披， 483蹴及び.527蹴は第

2Wlの体重の減少がやや目立っており，乳生産量

が何れ令も増加lしている賠より，尿素飼養により泌

乳維持の矯に体質を泊耗したかの感がある。

ーたに大豆粕も尿素も含有しない，柴養歪容の民

いC飼料を興ぇ，一方尿素ビートパルフ。により尿

素を柿給した第4W!の成績を，前後の11照期の成

績と比較封照すると第 73去の通りで， 第4期で

乳量を噌力11したもの5頭， 減少じたもの 10頭で

あり， 15頭 10日間iの組乳量に於て 19，1kg，即ち

].2796の減産で、あった。 1f.16%以上の乳量減少を
来たしたものはホ程439蹴，グ種269枕， 276披，

278蹴，プ紐 B-4披の 5顕であり，とれ笥:は何れ

も乳期の手干しく進んだもので， 且つ乳量も 1日7

kg以下のものである賠が注目せられる。

ダくに脂肪生産量が増加lしたものは8頭，減少

Lたのは 7頭で，総体に於ては 965.7gの増)111で，

その割合は1.84%である。脂肪葺;が最も多く増加

したのはホ粒477~売の 14.41% であり p 反封広故

第 73 表

牛番貌 |第 4期|乳量脂肪 乳量脂肪|脂肪量(kg)||(94率~I 脂(肪g)量 {kg)||{μ率îl "-UiJ 乳 )脂肪 脂肪 乳量脂肪量
(k量g)||(%家fiI "~~1量 (94)||(96) 

ホ積 382 825 29 2，3925 80.7 3.00 2，421.0 +18 -0.10 -28ラ +2.07 ート18

" 439 60.1 3.1 1，863.1 64.2 2.96 1，891.4 -41 +0.14 - 28.3 -6.40 -1.50 

'/ 454 214.4 3.2 6，860.8 217.6 3.10 6，727.2 -3.2 +0.10 +133.6 一1.47 +198 

" 472 89.3 3.4 3，036.2 86.4 3.30 2，8ラ2.4 +29 +010 +183.8 +3.36 +6.46 

" 477 110.1 3.4 3，743.4 102.4 3.20 3，271.8 +7.7 +0.20 +471.6 +7.50 +14.41 
'/ 483 1904 3.3 6，2832 198.3 3.14 6;237.6 -79 +0.16 + 45.6 -398 +0.73 

グ 517 137.8 3.2 4，409.6 140.4 3.10 4，357.0 -2.6 +0.10 + 52.6 一1.86 +1.21 

グ 日25 610 36 2，1960 579 3.38 1，957.8 +3.1 +0.2.'2 +2382 十日3ラ +12.15 

'/ 527 175.4 32 5，61.28 165.1 3.10 九118.1 +10.3 +0.10 +494.7 十624; 十9.65

グ 528 700 3.5 2，450.0 72.3 3.45 2，493.7 -2.3 • +0.05. - 43.7 ，.....3.18 -1.75 

'/ 533 126.7 3.0 3，801.0 132.1 285 3，764.1 -5.4 +0.15 + 36.9 -4.09 +0.98 

グ積 269 302 48 1，449.6 335 4.79 1，603.4 -3.3 +0.01 -153.8 -9.86 -9.60 
グ 276 57.2 5.3 3，031.6 618 5.15 3，181.9 -4.6 +0.15 -150.3 一7.45 -4.73 

グ 278 36.4 日.7 2，0748 2，347.3 ーラ.5 +0.10 -272.5 一13.10 -11.60 

aプ積 B-4 648 49 3，275.2 70.8 I 4.65 3;289.4 -60 +0.35 - 14.2 -848 -0.43 

|1，5C6.3 1 3.481匁，仰 11，5吋 3.381引，514.1 1 -19.1 1 +0.10 1 +妨71-1幻 1十1.84
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大減少率を示したのはゲ極278披の 11.60%であ

った。

以 kとれを綜合的に考・察する時は，尿素ビー

トパルフ。を;邑じて尿素を興えた5fC4兆円に於て，空L

1ftは1.27%の減少， 脂肪量ぽ逆に.1.84%の増加1

であり，その増減率は共に 2%以内の僅少である

から，尿素バルフ。によっても，よく大豆粕を節約

し，乳生産を維持する効果があうたものといえよ

う。体重は第4期に減少の傾向は観察せられたM。

尿素の給興量は乳 10kg生産に付き， trc 2 J叫
に於ては 140g であったが，第 4~flは 110 gであ

り，その成績が充分で、なかうた鼎iより推論し，第

2Wlの給興査の方が池首と沼、われる。

第6J~JJは C配合飼料をwえて蛋白質快乏の飼

養を行い，liK索を以て不足査じ，t!tを布¥lわたい場合
の影響判定の{更に供Lたが， 第 70去に就いて見

ても，乳量・脂肪量の生産減少は寅に明瞭で・ある。

第 4，5fC 5晃1)の成績から第6WJの強想生産量を算

出するtfi.は， Jflipか常を依くが，政てとれを算出し

て第6W'Jの成績と比較封日目すると第 74去のよう

である。即ち第5期の成績の21再から，第4期の

成績を差引き，その結果を]象恕t:trH期の成松とし
7ζ。

trP4去について見ると 2 第6J聞には全牛も

第 74 表

午昏昔話
r~ 第 6 知j l 開 6期 i 増減量 J 旦霊
峰|醐剰肪随 乳量 l脂肪率1 脂肪量 乳量|脂肪率|脂肪量 1 乳量 l脂肪量
ikg) r~(?の I .'e宮)(kul(94)|(gj(kg)l(94)lf%)l(?の(鈎

ホ種 382 745 3.0 2，235.0 76.9 3.11 

" 439 54.2 3.2 1，734.4 64.1 2.91 

'1 454 170.2 3.4 5，7868 184.0 3.20 

グ 472 74.1 35 2，5935 82，7 3.40 

" 477 84.1 35 2，943.5 89.7 '3.40 

" 483 161.7 3.4 5，497.8 177.0 3.09 

" 517 130.6 3.3 4，3098 149.2 3.20 
" 525 35.1 4.3 1，509.3 44.0 3.60 

グ 日27 150.1 3.3 3.00 

" 528 60.8 35 2，128.0 i 72.0 3.50 

グ 533 120.9. 3.1 3，747.9 128.9 280 

グ種 269 32.4 5.2 1，6848. I 3ラ2 5.36 

'1 276 日2.9 5.4 2，856.6 I 62.0 5.30 

I! 278 37.7 5.8 2，1866 I 49.2 日.70

プ手重 B-4 64.8 49 3，175.2 I 78.4 4.22 

計

!ω「一一14
れなく乳量を減少じて必り， 平均乳量減少率は

10.55%であり，生産:要求蛋白質量の 43%K相官

する低飼の影響の著しいものが観察せられる。特

に乳量の高い 454蹴， 483蹴， 517蹴， 527蹴は

13.8-18.6%の激減であった。 脂肪量に於ても;

3頭を除外しては何れも減少し，その割合は 6.0%

である。とれ年反し第6期末の休軍は4頭を除い

て，何れも増加し，杢頭数千:lk市L草 526kgでp本

試験期lを通じて最高を示し第5Wl末のそれに比

L， 1頭平均8kgの士宮体で、ある。即ち乳量減少に

2，3895 - 2.4 -0.11 -1545 - 3.12 -6.46 

1，8629 -'-9.9 +0.29 -1.285 -15.45 -6.90 

日;888.0 -138 十0.20 -101.2 -751 -1.72 

2，811.8 - 8.6 +0.10 -218.3 -10.40 -7.78 

3，049.8 - 5.6 +0.10 -106.3 - 6:25 -3.48 

ラ，4736 -15.3 +0.31 + 24.2 - 865 +0.44 

4，774.4 ー18.6 +0.10 -464.6 -12.45 -9.73 

1，584.0 - 89 +0.70 - 74.7 -20.20 -4.71 

4，927.2 -145 +0.30 + 26.1 ー852 +053 

2，520.0 -112 土O -392.0 -1587 -1ラ55

3，611.4 - 8.0 十0.30 十136.5 - 620 十3.78

1，8858 - 2"8 -0.16 -'-201.0 - 7.96 -10.67 

3，286.0 - 9.1 +0.10 -429.4 -1470 -13.06 

2，8044 -115 +0.10 -617.8 -23.40 -22.10 

3，312.0 -136 +0.68 -136.8 -17.35 -4.1.3 

i'ドなう過剰の可消化養分は，体)]旨として蓄杭せら

れた結果と制断せられる。との結果により尿素添

加1飼養の効果が，一唐明瞭に裏書きせられたもの

と思考する。

先の第1試験に於ては，乳牛の生産飼料の可

消化蛋白質の約 20%を尿素で代用しf号、たのであ

るが，本質験では 43%迄尿素で代用し，よく能力

が維持I:H*たばかりでなく，.第2英Jjに於ては麓ー分

f必乳を増進せしめるよう主主傾向さえ認められた。

而して本宣験の結果では，大豆粕 lkgに封し尿素
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200~260g と澱粉粕 1 ，480g とは， 乳生産にほぼ、

等しい飼料ff，[ir{[を示すものと認められた。との際

尿素主主素の可消化蛋白質窒素としての常慣率は，

泌乳飼料の場合70%と見倣すよりも 50-55%と

見倣して，尿素添}JI1量を決定する方が適官である

ようである。本質験では最も乳量の高かった454

競に封しB飼料を興えた第2$明に尿素を 336g迄

給興したのであるが，悪影響は全く認められなか

ったのであり，尿素給興の貫際的方法として，柴

養牽 1:10-11 の配合飼料に尿素を 3.0~3.5% の

割に混合使用する方法及び、ビートパルフ。製造の際

に尿素を 10~15% 1.昆合調製した尿素パルプを通

じて興える方法は貰flJ化して然るべきものと思考

するら

向尿素添加1ビートパルプの製造に闘しては，

本賓験に供したものは始めての試作品であり，水

分合量 18.6%に及ぶもので，貯蔵に難色があるか

ら，今後更に尿素添加の操作を研究.し，尿素 15%，

水分 12%以下の製品にする必要があろう。

(未完)


